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平成 24年度決算認定
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 　防災事業
備品購入や防災行政無線
操作卓の更新工事

　

今
定
例
会
は
、
平
成

　

今
定
例
会
は
、
平
成
2424
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
平
成

年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
各
会
計
決
算
の
認
定
を
中
心
に
、
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
、
議
員
提
出
議
案
な
ど

条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
2020
件
の
審
議
を
行
な
い
、
す
べ
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

件
の
審
議
を
行
な
い
、
す
べ
て
可
決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

松
本
修
三
議
長
・
山
口
勝
士
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
小
林
一
雄
議
長
、
宮
澤
幹
雄
副
議
長
が
選

　

松
本
修
三
議
長
・
山
口
勝
士
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
長
・
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
小
林
一
雄
議
長
、
宮
澤
幹
雄
副
議
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任
委
員
会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
員
改
選
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任
委
員
会
委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
員
改
選
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
一
般
質
問
に
は

　

な
お
一
般
質
問
に
は
1010
人
の
議
員
が
登
壇
し
、当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

人
の
議
員
が
登
壇
し
、当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、政
策
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

平成25年９月定例会

９月３日〜20日
平成24年度決算

くらしくらしにこう活かされました

 一般会計歳出総額　 95億1700万円

平成

24
年度

︽
主
な
質
疑
︾

総
質
疑
数
２
１
０
件
︵
本
会
議
89
件
、
委
員
会
１
２
１
件
︶

平成 24年度   一般会計・特別会計決算
項　　目 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一般会計 98億8119万6千円 95億1734万1千円 3億6385万5千円

国民健康保険特別会計 35億8101万4千円 34億8022万 2千円 1億　　79万2千円

後期高齢者医療特別会計 3億1963万6千円 3億1732万8千円 230万8千円

介護保険特別会計 22億3687万7千円 21億8202万　　円 5485万7千円

下水道事業特別会計 6億3940万9千円 6億　535万3千円 3405万6千円

農業集落排水事業特別会計 7290万2千円 6924万7千円 365万5千円

水道事業会計収益的収支（税抜） 事業収益
5億9498万8千円

事業費用
5億7483万6千円

純収益
2015万2千円

一
般
会
計

一
般
会
計

決　

算

決　

算

平成 24年度　主な

重点事業

高齢者熱中症対策
　820 人に湿温度計配布

高齢者肺炎球菌ワクチン
補助事業　接種者 397 人

橋の長寿命化
計画の策定

西中学校
改築事業
設計や設備工事
（平成25年度も継続）

町道 228 号線（バイパスう回路）
整備事業　３億1680万円

（用地買収、道路改良工事）

進
捗
状
況
は

問　

八
和
田
地
区
内
に
お
け
る
２
２

８
号
線
工
事
の
今
後
の
進
捗
状
況

と
、
そ
れ
に
伴
う
国
道
２
５
４
号
バ

イ
パ
ス
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
4
車
線

化
は
。

答　

平
成
25
年
度
に
工
事
の
発
注
、

平
成
26
年
度
に
国
に
予
算
要
望
を
行

な
い
、
そ
れ
が
通
れ
ば
平
成
26
年
度

中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
ア
ク
セ

ス
道
路
の
4
車
線
化
は
県
も
実
施
を

約
束
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
工

事
の
時
期
は
ま
だ
不
明
で
す
。

栃
本
親
水
公
園
の　

活
用
は

問　

釣
り
の
管
理
、
時
計
の
設
置

は
。
健
康
遊
具
を
幅
広
い
層
に

使
っ
て
も
ら
う
工
夫
は
。

答　

釣
り
は
、
漁
業
組
合
の
管
轄

に
な
り
ま
す
。
時
計
の
設
置
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も

あ
る
の
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
業

者
の
協
力
で
、
遊
具
の
使
い
方
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
う
予
定
で
す
。

栃本親水公園施設整備事業
8380万円（用地買収費用含まず）
　（公衆トイレ、太陽光・水力発電、
　　水車小屋、健康遊具の設置）

町
民
の
憩
い
の
場
と

町
民
の
憩
い
の
場
と

　
　
　

渋
滞
緩
和
に
期
待

　
　
　

渋
滞
緩
和
に
期
待

認定
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町
有
財
産
の
活
用
は

問　

旧
上
野
台
中
・
旧
下
里
分
校

の
利
用
計
画
は
で
き
た
の
か
。

答　

平
成
24
年
度
中
に
検
討
委
員

会
で
方
向
性
を
決
め
て
、
計
画
を

立
案
し
て
い
ま
し
た
。
調
査
・
研

究
を
す
る
中
で
問
題
点
や
課
題
点

が
分
か
り
、
再
検
討
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の
ご

意
見
を
十
分
に
取
り
入
れ
る
形
で

計
画
を
し
て
い
き
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
現
状
と

今
後

問　

下
水
道
計
画
が
進
む
中
、
合

併
浄
化
槽
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
地
域
の
促
進
の
た
め
に
﹃
市
町

村
設
置
型
﹄
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

計
画
を
し
て
推
進
す
る
た
め

に
は
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
個
人
宅
内
に
町
有
財

産
を
設
置
す
る
た
め
、
維
持
管
理

等
の
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
も

計
画
で
き
な
い
理
由
で
す
。　

防
災
行
政
無
線
の　

難
聴
地
域
対
策
は

問　

寄
居
町
で
は
、
放
送
内
容
を

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
確
認
で
き

る
よ
う
だ
が
、
当
町
は
。

答　

当
町
で
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
適
宜
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
向

や
音
量
の
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
等
で

対
応
し
ま
す
。

平
和
推
進
事
業
の
充
実
は

問　

広
島
平
和
式
典
に
参
加
し
た

中
学
生
の
経
験
を
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
。
し
っ
か
り
と
し
た
プ
ラ

ン
を
持
っ
て
、
な
お
実
体
の
あ
る

活
動
に
す
る
べ
き
で
は
。

答　

校
長
会
等
で
意
見
交
換
を
行

な
い
、
検
討
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
効
果
は

問　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
開
始
さ
れ

た
が
、
効
果
は
。

答　

対
象
と
な
る
各
種
税
の
お
お

む
ね
２
割
弱
を
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

滞
納
者
に
対
し
、
利
便
性
の
向
上

と
啓
発
の
手
段
の
１
つ
と
し
て
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌　

ワ
ク
チ
ン
接
種

問　

接
種
者
数
と
周
知
は
。

答　

対
象
者
約
４
５
０
０
人
の
う

ち
、
接
種
者
は
３
９
７
人
で
、
接

種
率
は
約
９
％
で
す
。
広
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
ポ
ス
タ
ー
等
で
周
知

を
行
な
い
ま
し
た
。
今
後
は
医
師

会
や
高
齢
者
講
座
等
と
も
相
談
し

て
、
周
知
を
図
り
ま
す
。

問　

が
ん
検
診
の
受
診
者
が
１
・

５
倍
に
増
え
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
る
が
、
今
後
こ
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
定
着
さ
せ

て
い
く
の
か
。

答　

今
年
度
の
新

た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
保
育
園
・

幼
稚
園
・
学
童
ク

ラ
ブ
等
の
保
護
者

の
方
に
チ
ラ
シ
を

配
り
、
若
い
方
々

に
も
受
診
を
積
極

的
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
試
み
ま 一

般
会
計

一
般
会
計

補
正
予
算

補
正
予
算

平成

25
年度

し
た
。
来
年
度
も
同
様
の
取
り
組

み
を
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
中

小
企
業
を
訪
問
し
て
、
依
頼
・
啓

発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
設
置
ま
で
の
具
体
的

な
工
程
・
工
期
は
。

答　

補
正
の
承
認
後
、
設
置
に
向

け
詳
細
な
積
算
を
進
め
、
新
年
度

予
算
に
計
上
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。
早
け
れ
ば
、
来
年
度
に
設
置

工
事
を
行
な
え
る
よ
う
に
道
筋
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
設
置
工
事
は
、

来
年
の
夏
休
み
期
間
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
今
後

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
委
員
会
で
の
結
論
は
。

答　

平
成
25
年
３
月
23
日
付
で
、

委
員
長
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
報
告
書
で
は
、
ド
ラ
イ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
建
て
か
え

る
と
の
結
論
で
し
た
。
今
後
は
財

政
担
当
と
相
談
し
な
が
ら
時
期
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
の
課
題
は

問　

八
和
田
学
童
保
育
以
外
の
６

学
童
保
育
は
、
会
計
処
理
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
親
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

保
護
者
の
ご
苦
労
は
よ
く
承

知
し
て
い
ま
す
。
模
索
中
で
す
が
、

軽
減
を
図
る
よ
う
近
い
う
ち
に
各

代
表
者
と
話
し
合
い
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
民
会
館
の　
　
　

目
的
外
使
用
料

問　

出
入
り
業
者
が
食
事
を
提
供

す
る
際
に
、
手
数
料
と
目
的
外
使

用
料
が
二
重
請
求
と
な
っ
て
い
る

が
、
業
者
の
負
担
と
は
な
っ
て
い

な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を

平成

24
年度

特
別
会
計

特
別
会
計

決
算
決
算

国
民
健
康
保
険

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠

損
額
が
、
昨
年
度
に
比
べ
て
増
え

て
い
る
が
。

答　

不
納
欠
損
と
な
る
理
由
は
、

無
財
産
・
生
活
の
困
窮
・
納
税
者

の
居
所
不
明
等
が
あ
り
ま
す
。
増

え
て
い
る
の
は
、
不
景
気
や
法
に

基
づ
い
た
厳
格
な
欠
損
処
理
を
行

な
っ
て
い
る
結
果
で
す
。

介
護
保
険

問　

軽
度
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
、
受
け
る
側
の
希

望
と
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

に
ズ
レ
が
あ
る
と
感
じ
る
。
施
設

で
行
な
う
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
地
域

で
行
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

の
支
援
事
業
か
は
、
個
々
の
希
望

に
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業

問　

収
入
未
済
額
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
が
、
多
大
な
維
持
修
繕
と
管
理

費
が
主
の
よ
う
で
あ
る
。
今
後
加

入
者
増
が
見
込
め
ず
、
老
朽
化
し

た
ポ
ン
プ
の
改
修
費
用
等
が
か
さ

ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
見
通
し
・
計
画
は
。

答　

接
続
率
が
昨
年
の
82
・
７
％

か
ら
83
・
７
％
と
若
干
上
向
い
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
上
が
る
よ
う

組
合
で
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
修
繕
費
用
は
、
国
の
機
能
強

化
事
業
認
定
を
受
け
、
そ
の
補
助

金
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

水
道
事
業

問　

も
っ
と
も
高
か
っ
た
平
成
17

年
度
の
有
収
率
93
・
１
％
に
対
し
、

平
成
24
年
度
は
88
・
８
％
と
な
っ

話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　

目
的
外
使
用
料
と
は
、
冷
凍
・

冷
蔵
庫
等
の
光
熱
使
用
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
食
事
を
提
供
す
る
際

は
、
13
％
の
手
数
料
が
同
時
に
請

求
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
生
の

声
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

防災行政無線拡声器

集落排水ポンプ室

防災行政無線の放送室

て
い
る
が
、
原
因
は
。

答　

漏
水
が
平
成
23
年
に
47
件
、

平
成
24
年
に
57
件
あ
り
、
こ
れ
が

大
き
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
火
災

や
漏
水
工
事
等
の
多
い
年
は
、

メ
ー
タ
ー
を
通
ら
な
い
で
出
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
有
収
率
が
下

が
り
ま
す
。

答　

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
と
き

に
は
一
定
期
間
試
用
し
て
か
ら
意

向
を
聞
く
の
で
、
本
人
の
希
望
は

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
か
地
域
で

胃がん検診車胃がん検診車
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宮
澤　

幹
雄

根
岸　

成
美

松
本　

修
三

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

小
林　

一
雄

審
議
結
果

子ども・子育て会議条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

水道事業の設置等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

災害対策本部条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

平成24年度一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

平成24年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 認定

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 同意

議員提出議案

森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書
の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 可決

議　案　名

議　員　名

審議議案と議員の賛否

総

務

常

任

委

員

会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

所
管
課
：
総
務
・
政
策
推
進
・
税
務
・
会
計

所
管
課
：
産
業
観
光
・
建
設
・
環
境
保
全
・
水
道

所
管
課
：
町
民
生
活
・
健
康
増
進
・
福
祉
介
護
・

　
　
　
　

子
育
て
支
援
・
学
校
教
育
・
生
涯
学
習

前
列
右
か
ら

　

小こ
ば
や
し林　

一か
ず

雄お

◎
松ま

つ

ば葉　

幸ゆ
き

雄お

○
髙た

か

せ瀬　
　

勉
つ
と
む

後
列
右
か
ら

　

山や
ま

口ぐ
ち　

勝か
つ

士し

　

井い

ぐ

ち口　

亮
り
ょ
う

一い
ち

　

大お

お

と戸　

久ひ
さ

一か
ず

前
列
右
か
ら

　

大お
お

塚つ
か　

司し

朗ろ
う

◎
金か

ね

こ子　

美よ
し

登の
り

○
島し

ま

﨑ざ
き　

隆た
か

夫お

後
列
右
か
ら

　

松ま
つ

本も
と　

修
し
ゅ
う

三ぞ
う

　

柴し
ば

崎さ
き　

　

勝
ま
さ
る

前
列
右
か
ら

○
髙た

か

橋は
し

さ
ゆ
り

◎
戸と

ぐ

ち口　
　

勝
ま
さ
る

　

柳や
な
ぎ
た田
多た

恵え

子こ

後
列
右
か
ら

　

根ね

ぎ

し岸　

成な
る

美み

　

宮み
や

澤ざ
わ　

幹み
き

雄お

●議会運営委員会
　◎井口亮一　　○根岸成美
　　金子美登・松葉幸雄・戸口　勝・松本修三

●小川地区衛生組合議会議員
　　小林一雄・戸口　勝・大戸久一・島﨑隆夫

●比企広域市町村圏組合議会議員
　　小林一雄・柴崎　勝

●議会選出監査委員
　　大塚司朗

◎＝委員長　○＝副委員長 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）
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議会体制が新しくなりました

議長　小林一雄 副議長　宮澤幹雄

　去る９月 5 日の定例議会において、第 40 代議

長に選任いただきました。その重責に身の引き締

まる思いであります。

　町の多くの課題に向かい、住民の立場からしっ

かり町の将来を見据えて、町の発展のため町政を

支え、誠実に円滑な議会運営に努めてまいります。

　最大の課題の１つに人口減少があります。ホン

ダ関連など企業を誘致して地元の雇用を増やし、

若者が定住し、住んでよかったと思っていただけ

る町づくりが必要です。

　また、小川赤十字病院の改築への支援と協力を

行ない、地域医療を充実し、そして必要とされて

いる高齢者への介護施設の充実、商店街の活性化

と支援など、議会としての協力をしなければなり

ません。

　微力ではございますが、よりよい町政推進のた

め、宮澤副議長とともに真剣に全力を尽くしてま

いります。　　　　　　　　　　　　　小林一雄

就任のごあいさつ

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

小
川
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
条
例
制
定

問　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

に
は
18
人
の
委
員
が
選
出
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
。

答　

子
育
て
支
援
に
係
る
業
者
・

団
体
・
個
人
、
ま
た
公
募
は
保
護

者
の
方
、
そ
の
ほ
か
町
長
が
認
め

る
方
に
つ
い
て
は
、
企
業
関
係
者
・

勤
労
者
代
表
・
計
画
策
定
に
関
す

る
行
政
関
係
者
等
を
委
嘱
し
て
い

き
ま
す
。意見書の提出

議員提出議案

「森林吸収源対策及び地
球温暖化対策に関する地
方の財源確保」のための
意見書

　議員全員賛成で可決し、内閣総理大

臣をはじめ関係大臣に提出しました。



町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや

意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や

町民の意見などを述

べることをいいま

す。議員１人の持ち

時間は 75 分に定め

ており、議会だより

では、このやりとり

を要約して報告して

います。

　 今 議 会 で は、10

人の議員が一般質問

を行ないました。

ごみ・し尿処理・消防・
救急・斎場等の議会報告
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行
政
区
の
再
編
は

行
政
区
の
再
編
は

質
問

区
長
の
報
償
費

削
減
の
話
が
進

ん
で
い
る
そ
う
だ
が
、
行

政
区
の
再
編
や
4
地
区
の

枠
組
み
の
議
論
が
先
だ
と

思
う
が
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

以
前
、
区
長
会

と
町
と
で
枠
組
み
に
つ
い

て
の
話
は
出
ま
し
た
が
、

各
地
区
の
事
情
に
よ
り
再

編
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
災
害
時
の
井
戸
協
力

◎
町
民
会
館
の
指
定
管
理

契
約

齢
者
が
気
軽
に
外
出
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
現
在
５
団
体
約
１
０

０
人
が
使
用
し
て
い
る

が
、
自
治
会
館
が
閉
館
し

て
い
る
と
き
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
。

答
弁

建
設
課
長　

近

隣
の
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ
等

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
宿
泊
施
設
の
誘
致

◎
子
ど
も
の
生
命
を
守
る

し
、
下
里
分
校
は
白
紙
に

戻
す
こ
と
が
最
善
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

署
跡
地
の
具
体
案
は
話
し

合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

会
員
が
５
０
０

人
を
超
え
、
健

康
増
進
に
も
寄
与
す
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
推
進

に
は
、
芝
生
敷
き
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
る
が
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

芝
生
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
計
画
は
な
い
が
、
検

討
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
考

え
て
い
き
た
い
。

質
問

み
ど
り
が
丘
以

外
の
人
も
使
用

が
可
能
と
い
う
こ
と
だ

が
、
自
治
会
館
は
24
時
間

開
放
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

建
設
課
長　

み

ど
り
が
丘
以
外

の
人
も
使
用
で
き
ま
す

が
、
24
時
間
開
放
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

質
問

健
康
器
具
や
子

ど
も
の
遊
具
も

あ
り
、
朝
や
夕
方
に
は
散

歩
を
し
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
利
用
し
て
お
り
、
高

質
問

多
く
の
町
有
建

築
物
は
経
年
劣

化
が
進
み
、
大
規
模
な
改

修
等
が
集
中
的
に
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
計
画
的
な
新
設
・

長
寿
命
化
・
利
用
転
用
・

統
合
・
廃
止
・
更
地
化
等
々

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
町

有
地
の
利
用
に
つ
い
て

も
、
今
後
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
る
が
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

課
を
超
え
た
横

断
的
な
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
懸
案

の
上
野
台
中
の
利
用
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

最
適
な
活
用
方
法
を
模
索

質
問

人
が
集
ま
る
公

園
に
は
ト
イ
レ

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁

建
設
課
長　

公

園
の
利
用
等
に

も
よ
り
ま
す
が
、
人
が
集

ま
り
、
使
用
頻
度
が
高
い

公
園
に
は
ト
イ
レ
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

み
ど
り
が
丘
中
央
公
園

は
、
今
ま
で
も
、
隣
接
す

る
み
ど
り
が
丘
自
治
会
館

の
ト
イ
レ
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
現
段
階
で
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

町有建築物・町有地の活用

町の建物・土地利用は町民の意思を

公園整備

みどりが丘中央公園にトイレを

上野台中の利用は、地域の皆さんと模索

自治会館のトイレを使用してください

戸口　勝議員

髙橋さゆり議員

トイレの我慢は、
膀胱炎になりますよ！

やるんだったらやり通す
倍返しだ！

◎比企広域市町村圏組合　
　（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

　平成 25 年第４回比企広域市町村圏組合議会定例会

が、平成 25 年８月８日（木）東松山市議場で開催され

ました。人事案件１件・条例の制定２件・補正予算４件・

決算の認定４件と、財産の取得として東松山消防団と

嵐山消防団に、それぞれ水槽付き消防ポンプ自動車を

購入する議案が提出され、すべて可決されました。なお、

条例制定のうち１件は国からの要請による給与減額支

給措置に伴う、職員の給与の減額も含まれました。

◎小川地区衛生組合
　（ごみ処理、し尿処理）

　平成 25 年８月 29 日 小川地区衛生組合議会第２回定

例議会が開催されました。議案は、平成 25 年度小川地

区衛生組合一般会計補正予算と平成 24 年度小川地区衛

生組合一般会計歳入・歳出決算の認定です。補正予算で

は、歳入歳出それぞれ 696 万 8000 円を減額しました。

平成 24 年度決算は、収入総額 13 億 8166 万 8000 円、

支出総額 13 億 3863 万 6000 円でした。

　監査委員からの指摘報告は、「毎年のようにごみ焼却

には膨大な修繕費が発生し、新たな施設更新が進捗して

いない大きな課題もあり、民間委託への割合が増加して、

運搬・処理・処分のコストを上昇させている。次世代に

明確な事業経営の方向を示すことが急務である」と厳し

く総括しています。

活用が待たれるセビアン跡地

みどりが丘中央公園
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委
託
費
は
、
前
回
と
比
べ

て
約
70
万
円
増
額
と
な
り

ま
す
。
そ
の
他
の
支
出
を

見
直
し
、
予
算
の
見
通
し

が
立
ち
ま
し
た
。

質
問

予
算
の
見
通
し

と
は
。
そ
の
具

体
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

各
部
門
で
の
入

賞
枠
を
、
前
回
ま
で
の
10

進
展
等
に
伴
い
、
移
動
制

約
者
に
対
す
る
個
別
運
送

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
急
増

し
た
た
め
、
法
改
正
に
よ

り
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
、
地
域
住
民
の
生
活
維

持
に
必
要
な
移
動
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
事
務
・
権
限

に
つ
い
て
、
地
域
で
判
断

で
き
る
裁
量
を
拡
大
す
る

た
め
に
移
譲
す
る
も
の
で

す
。
現
在
協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
結
論
を
見
き
わ
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

解
を
得
な
が
ら
再
度
検
討

解
を
得
な
が
ら
再
度
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
す
。

選
挙
用
ポ
ス
タ
ー　

選
挙
用
ポ
ス
タ
ー　

掲
示
板
の
設
置
場
所

掲
示
板
の
設
置
場
所

質
問

国
道
に
面
し
、

国
道
に
面
し
、

非
常
に
危
険
な

非
常
に
危
険
な

場
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

場
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
見
直
し
の
考
え
は
。

今
後
見
直
し
の
考
え
は
。

答
弁

総
務
課
長　

総
務
課
長　

町町

内
１
３
４
ヵ
所

内
１
３
４
ヵ
所

あ
る
設
置
場
所
を
改
め
て

あ
る
設
置
場
所
を
改
め
て

確
認
し
、
危
険
な
場
所
に

確
認
し
、
危
険
な
場
所
に

つ
い
て
は
次
の
選
挙
に
向

つ
い
て
は
次
の
選
挙
に
向

け
て
適
宜
変
更
し
て
い
き

け
て
適
宜
変
更
し
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。

は
。答

弁
生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ポ
ス
タ
ー
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
そ
の
旨
を
掲
載

し
ま
し
た
。
開
催
の
約
３

週
間
前
に
送
付
す
る
際
、

案
内
の
冊
子
も
同
封
し
、

周
知
を
図
り
ま
す
。

質
問

当
初
予
算
で
賄

う
こ
と
は
可
能

か
。答

弁
生
涯
学
習
課
長　

運
営
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
、
今
は
国
交
省
の
地
方

運
輸
支
局
が
事
業
者
の
登

録
審
査
や
監
督
を
し
て
い

る
。
こ
れ
を
町
に
委
ね
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

町
の
活
性
化
や
高
齢
者
の

元
気
に
つ
な
が
る
﹁
チ
ャ

ン
ス
﹂
と
受
け
と
め
、
権

限
移
譲
の
希
望
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

自
家
用
有
償
旅

客
運
送
制
度
は
、
過
疎
化

の
進
行
等
に
よ
る
路
線
バ

ス
の
撤
退
や
、
高
齢
化
の

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
上
野
台
中
学
校

旧
上
野
台
中
学
校

の
用
地
活
用
は

の
用
地
活
用
は

質
問

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
の
説
明
会

事
業
の
説
明
会

の
内
容
と
、
今
後
の
用
地

の
内
容
と
、
今
後
の
用
地

活
用
計
画
は
。

活
用
計
画
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
長　

旧
上
野
台
中
学

旧
上
野
台
中
学

校
用
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

校
用
地
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
整
備
す
る
計
画
の
説
明

を
整
備
す
る
計
画
の
説
明

会
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

会
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
賛

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
賛

同
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

同
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
行
政
区
で

た
。
そ
の
後
、
行
政
区
で

行
な
っ
た
東
小
川
地
区
の

行
な
っ
た
東
小
川
地
区
の

方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
理

に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
の
理

質
問

今
大
会
か
ら
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

計
測
チ
ッ
プ
を
事
前
送
付

す
る
と
の
こ
と
。
変
更
に

至
っ
た
経
緯
・
経
過
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

受
付
の
混
雑
緩

和
や
窓
口
の
人
員
削
減
、

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
配
付

誤
り
の
解
消
等
、
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
し
て
、
以
前
か

ら
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

質
問

具
体
的
な
周
知

具
体
的
な
周
知

方方

法

と

対

応

質
問

国
土
交
通
省

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
が
自
家
用
車
で
高
齢

者
な
ど
を
有
料
送
迎
す
る

﹁
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

制
度
﹂
の
事
務
や
権
限
に

つ
い
て
、
希
望
す
る
市
町

村
に
移
す
方
針
を
決
め

た
。
住
民
に
身
近
な
市
町

村
が
公
共
交
通
行
政
を
担

う
こ
と
で
、
地
域
の
要
望

や
課
題
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
効
果
も
期
待
さ
れ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
買
い
物

や
通
院
が
困
難
な
高
齢
者

が
ふ
え
る
中
で
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
が
な
い
交
通
空

白
地
域
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

社
会
福
祉
法
人
な
ど
が

質
問

国
道
２
５
４
号

国
道
２
５
４
号

バ
イ
パ
ス
等
の

バ
イ
パ
ス
等
の

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
、

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
、

県
と
小
川
町
・
寄
居
町
で

県
と
小
川
町
・
寄
居
町
で

進
め
て
い
る
道
路
改
良
事

進
め
て
い
る
道
路
改
良
事

業
に
つ
い
て
、
町
の
町
道

業
に
つ
い
て
、
町
の
町
道

部
分
だ
け
が
片
側
歩
道
で

部
分
だ
け
が
片
側
歩
道
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
①
今

進
め
ら
れ
て
い
る
。
①
今

後
、
県
・
寄
居
町
に
合
わ

後
、
県
・
寄
居
町
に
合
わ

せ
変
更
す
る
考
え
は　

②

せ
変
更
す
る
考
え
は　

②

住
民
の
安
全
と
交
通
の
利

住
民
の
安
全
と
交
通
の
利

便
を
考
え
て
い
る
の
か　

便
を
考
え
て
い
る
の
か　

③
住
民
へ
の
説
明
を
行
な

③
住
民
へ
の
説
明
を
行
な

う
予
定
は
。

う
予
定
は
。

答
弁

建
設
課
長　

建
設
課
長　

①①

当
初
の
設
計
ど

当
初
の
設
計
ど

お
り
片
側
歩
道
で
進
め
ま

お
り
片
側
歩
道
で
進
め
ま

す　

②
警
察
と
協
議
し
な

す　

②
警
察
と
協
議
し
な

が
ら
住
民
の
安
全
を
図
り

が
ら
住
民
の
安
全
を
図
り

ま
す　

③
住
民
説
明
の
予

ま
す　

③
住
民
説
明
の
予

自家用有償旅客運送制度

活性化のために権限移譲を

道路整備

町道部分だけ片側歩道ってどうなの？

ス
ポ
ー
ツ
振
興

和
紙
マ
ラ
ソ
ン
の
さ
ら
な
る
充
実
は

実
行
委
員
会
で
協
議
し
ま
す

現在協議を進めています現在協議を進めています

当初の設計どおり変更しない

髙瀬　勉議員

井口亮一議員

柴崎　勝議員

位
か
ら
８
位
に
改
め
ま
す
。

ま
た
、
副
賞
の
景
品
も
精

査
し
て
、
委
託
料
の
増
額

分
を
調
整
し
ま
し
た
。

質
問

前
回
大
会
ま
で

受
付
に
要
し
て

い
た
人
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
役
割
分
担
の
再
考

は
。答

弁
生
涯
学
習
課
長　

受
付
に
要
す
る

人
員
は
、
今
ま
で
の
お
お

む
ね
半
数
で
賄
え
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
役
割
分
担

と
割
り
振
り
は
、
代
替
え

業
務
等
を
視
野
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

変更に伴う混乱が
ないように願っています

「チャンス」と受けとめて　
手を挙げよう！

子どもたちが安全に　　
通学できるのにな～

第20回大会危険な掲示場所
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町
立
小
中
学
校
９
校
に
設
置
し
ま
す

環
境
の
向
上
を
目
指
す
た

環
境
の
向
上
を
目
指
す
た

め
に
、
今
回
、
補
正
予
算

め
に
、
今
回
、
補
正
予
算

に
設
計
業
務
委
託
料
を
計

に
設
計
業
務
委
託
料
を
計

上
し
ま
し
た
。

上
し
ま
し
た
。

公
共
工
事
を
発
注

す
る
町
の
対
応
は

質
問

国
交
省
が
、
建

設
労
働
者
の
最

低
限
の
福
利
厚
生
や
賃
金

水
準
を
確
保
す
る
た
め
に

関
係
機
関
に
要
請
を
出
し

た
。
公
共
工
事
や
業
務
委

託
で
働
く
労
働
者
の
賃
金

の
低
さ
、
重
層
的
な
下
請

け
構
造
に
よ
り
下
請
け
を

重
ね
る
ほ
ど
賃
金
が
削
ら

れ
、
最
低
限
の
福
利
厚
生

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

公
共
工
事
を
発
注
す
る
立

場
の
町
は
ど
う
応
え
る
の

か
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

契
約
に
つ
い
て

契
約
に
つ
い
て

す
。

　

④
は
、
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
運
動
が
広
が
り
、

消
費
者
へ
の
直
販
の
価
値

観
が
見
直
さ
れ
、
病
院
や

介
護
施
設
が
農
作
物
自
給

の
取
り
組
み
を
す
る
報
道

も
あ
り
ま
し
た
。
農
的
資

源
を
生
か
し
た
新
た
な
生

産
環
境
の
整
備
と
自
給
す

る
取
り
組
み
を
、
関
係
機

関
と
研
究
し
て
い
く
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

査
で
は
、
９
世
帯
で
35
歳

ま
で
に
建
築
。
理
由
は
、

﹁
子
ど
も
の
就
学
前
に
﹂

﹁
ロ
ー
ン
返
済
は
若
い
う

ち
に
﹂
等
で
、子
ど
も
が
２

人
い
る
世
帯
は
９
世
帯
で

あ
る
。
小
学
校
に
も
近
い

下
小
川
地
区
の
未
利
用
市

街
化
区
域
内
の
道
路
・
排

水
整
備
を
行
な
う
こ
と
は

少
子
対
策
に
も
最
短
か
つ

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁

建
設
課
長　

防

災
に
も
つ
な
が

る
こ
と
で
す
し
、
早
急
に

努
力
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

質
問

猛
暑
に
よ
る
児

童
生
徒
の
体
調

管
理
が
心
配
。
学
校
生
活

の
大
半
を
過
ご
す
教
室
の

室
温
の
上
昇
は
、
扇
風
機

等
で
の
対
応
で
は
不
十

分
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

す
べ
き
で
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長　　

町
立
小
中
学
校

町
立
小
中
学
校

９
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

９
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
子
ど
も

コ
ン
を
設
置
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
維
持
と
学
習

た
ち
の
健
康
維
持
と
学
習

れ
、
空
き
家
や
空
き
店
舗

対
策
を
進
め
ま
す
。

　

②
と
③
は
、
今
後
の
農

業
人
口
減
少
を
考
え
、
大

規
模
な
担
い
手
農
業
育
成

も
検
討
し
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
に
農
林
水
産
祭
の

村
づ
く
り
部
門
で
天
皇
杯

を
受
賞
し
た
下
里
地
域
の

取
り
組
み
は
、
農
業
と
地

場
産
業
と
の
連
携
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後

も
重
要
な
条
件
と
考
え
、

関
連
団
体
等
と
情
報
の
共

有
化
を
図
っ
て
い
き
ま

が
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

急
速
に
変
化
す

る
経
済
情
勢
に
対
応
し
、

工
業
・
流
通
系
活
用
地
へ

の
立
地
促
進
と
、
土
地
利

用
構
想
に
沿
っ
た
秩
序
あ

る
土
地
利
用
の
推
進
・
再

検
討
は
、
次
期
計
画
策
定

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策

質
問

少
子
高
齢
化
が

進
む
と
地
域
の

活
力
が
失
わ
れ
る
。
当
町

で
も
今
後
急
速
に
進
む
こ

と
は
必
至
。
特
に
東
小
川

は
高
齢
化
が
今
後
10
年
で

加
速
さ
れ
、早
い
対
応
・
対

策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁

健
康
増
進
課
長　

介
護
予
防
の
地

域
活
動
組
織
、
町
の
施
設

等
で
健
康
増
進
、
高
齢
者

の
介
護
予
防
、
生
き
が
い

活
動
支
援
、
世
代
間
交
流

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問

少
子
対
策
に
つ

い
て
、
最
近
住

宅
建
築
し
た
下
小
川
地
内

10
世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

質
問

今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

︵

環

太

平

洋

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
︶
導

入
は
、
日
本
農
業
全
滅
と

い
う
危
機
さ
え
覚
え
る
。

こ
う
し
た
事
態
へ
の
打
開

策
と
し
て
、
次
の
４
点
。

①
独
自
の
町
お
こ
し

②
地
場
産
業
と
の
連
携

③
地
元
飲
食
店
と
の
連
携

④
身
近
な
農
的
資
源
を
生

か
し
た
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

福
祉
や
介
護
の
自
給
に
つ

い
て
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

①
町
で
は
、
平

成
18
年
12
月
の
本
田
技
研

工
業
エ
ン
ジ
ン
工
場
等
、

大
型
企
業
誘
致
に
よ
り
雇

用
と
人
口
増
が
見
込
ま

質
問

企
業
誘
致
は
、

経

済

の

活

性

化
・
雇
用
の
拡
大
・
町
税

の
増
収
等
考
え
ら
れ
、
全

庁
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き

問
題
。
企
業
が
求
め
て
い

る
迅
速
な
対
応
に
応
え
る

た
め
に
、
常
に
企
業
誘
致

可
能
用
地
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
お
く
べ
き
。
ま
た

町
の
土
地
利
用
構
想
予
定

地
２
ヵ
所
に
つ
い
て
、
決

定
後
７
年
経
過
し
て
も
進

出
企
業
が
な
い
の
は
、﹁
道

路
付
け
が
悪
い
﹂﹁
造
成

費
用
が
か
か
り
す
ぎ
﹂
と

の
懸
念
が
あ
り
、
場
所
の

変
更
も
含
め
町
土
地
利
用

構
想
の
再
検
討
が
重
要
だ

農業

内発的発展の町おこしを

企業誘致

土地利用構想の再検討が重要

学
校
教
育

こ
の
猛
暑
、エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
で
す

大規模な担い手育成も検討

次期計画策定の中で検討

柳田多恵子議員

金子美登議員

大戸久一議員

は
、
平
成

は
、
平
成
2525
年
に
決
定
さ

年
に
決
定
さ

れ
た
労
務
単
価
の
周
知
徹

れ
た
労
務
単
価
の
周
知
徹

底
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
と

底
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
と

し
て
最
低
制
限
価
格
制
度

し
て
最
低
制
限
価
格
制
度

に
よ
る
品
質
の
確
保
と
契

に
よ
る
品
質
の
確
保
と
契

約
。
受
注
者
が
社
会
保
険

約
。
受
注
者
が
社
会
保
険

料
を
適
切
に
含
ん
だ
賃
金

料
を
適
切
に
含
ん
だ
賃
金

を
支
払
い
、
労
働
者
を
社

を
支
払
い
、
労
働
者
を
社

会
保
険
に
加
入
さ
せ
る
よ

会
保
険
に
加
入
さ
せ
る
よ

う
指
導
強
化
や
現
場
の
立

う
指
導
強
化
や
現
場
の
立

ち
入
り
調
査
等
の
対
策
を

ち
入
り
調
査
等
の
対
策
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

末
端
の
労
働
者

に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、
入
札
の
際
に

提
出
を
求
め
て
い
る
﹁
入

札
金
額
見
積
も
り
内
訳

書
﹂
の
様
式
の
見
直
し
や

予
算
の
見
直
し
な
ど
も
必

要
で
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

す
で
に
、
今
年

す
で
に
、
今
年

８
月
に
最
低
制
限
価
格
制

８
月
に
最
低
制
限
価
格
制

度
要
項
を
改
定
し
、
引
き

度
要
項
を
改
定
し
、
引
き

上
げ
に
見
合
う
よ
う
に
改

上
げ
に
見
合
う
よ
う
に
改

正
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

正
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
は
予
算
の
範
囲
内
で
進

で
は
予
算
の
範
囲
内
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
。

大豆で町おこしが
可能になりました

やったぁ！！今すぐやろうよ！
手おくれになる前に

下里耕地でつくられている大豆（おがわ青山在来）

西中学校仮設校舎教室に設置されているエアコン

整
備
し
た
道
路
沿
い
に
住
む

子
ど
も
た
ち



平成 25年 11月１日発行15 第 69号 14

質
問

生
涯
学
習
拠
点

生
涯
学
習
拠
点

の
充
実
に
向
け

の
充
実
に
向
け

て
、
町
内
の
現
状
把
握
と

て
、
町
内
の
現
状
把
握
と

町
民
ニ
ー
ズ
を
知
る
努
力

町
民
ニ
ー
ズ
を
知
る
努
力

を
。
を
。答

弁
生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
長　

施
設
と
機
能
の

施
設
と
機
能
の

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
す
。質

問
人
生
の
充
実
に

人
生
の
充
実
に

は
健
康

は
健
康

で
あ
る
こ
と
が
第

で
あ
る
こ
と
が
第

一
。
そ
の
た
め
に

一
。
そ
の
た
め
に

は
、
体
力
の
維
持

は
、
体
力
の
維
持

や
向
上
が
大
切
で

や
向
上
が
大
切
で

あ
る
。
利
用
し
や

あ
る
。
利
用
し
や

す
い
体
育
施
設
の

す
い
体
育
施
設
の

充
実
と
シ
ス
テ
ム

充
実
と
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て

の
構
築
に
向
け
て

研
究
を
。

研
究
を
。

答
弁

生
涯
学

生
涯
学

習
課
長　

習
課
長　

ほ
か
の
自
治
体
の

ほ
か
の
自
治
体
の

事
例
等
か
ら
研
究

事
例
等
か
ら
研
究

を
進
め
ま
す
。

を
進
め
ま
す
。

れ
な
け
れ
ば
進
め
ら
れ
る

れ
な
け
れ
ば
進
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
認
識
し

も
の
で
は
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
地
元

て
い
ま
す
。
先
ご
ろ
地
元

で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

で
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
還
元
と
合
わ
せ
、
皆

果
の
還
元
と
合
わ
せ
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
一
緒
に
方
向
性
を
定

ら
、
一
緒
に
方
向
性
を
定

め
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

め
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
申
請
の

意
義
は

質
問

細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
申
請
は
、
当
町

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意

味
・
価
値
を
持
つ
の
か
。

ま
た
、
持
た
せ
る
の
か
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

今
回
申
請
の
石

今
回
申
請
の
石

州
半
紙
、
本
美
濃
紙
と
連

州
半
紙
、
本
美
濃
紙
と
連

携
し
、
手
漉
き
の
伝
統
技

携
し
、
手
漉
き
の
伝
統
技

術
を
ど
う
残
し
て
い
く
か

術
を
ど
う
残
し
て
い
く
か

と
い
う
責
任
。
ま
た
来
町

と
い
う
責
任
。
ま
た
来
町

者
の
増
加
見
込
み
な
ど
、

者
の
増
加
見
込
み
な
ど
、

今
後
で
き
る
準
備
を
進
め

今
後
で
き
る
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

募
集
や
活
用
方
法
を
含
め

募
集
や
活
用
方
法
を
含
め

て
研
究
し
、
再
検
討
を
。

て
研
究
し
、
再
検
討
を
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
長　

検
討
を
し
て
い

検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

質
問

図
書
館
サ
ー
ビ

図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
利

ス
の
向
上
と
利

用
促
進
の
た
め
に
、
実
態

用
促
進
の
た
め
に
、
実
態

に
合
っ
た
統
計
の
取
り
方

に
合
っ
た
統
計
の
取
り
方

と
生
か
し
方
は
。

と
生
か
し
方
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
長　

精
査
し
て
進
め

精
査
し
て
進
め

ま
す
。

ま
す
。

東
小
川
地
区
住
民
と

の
協
議
を
大
切
に

質
問

上
野
台
中
学
校

の
東
中
へ
の
統

合
、
今
回
の
校
舎
跡
地
利

用
計
画
の
混
乱
な
ど
、
こ

う
し
た
経
緯
の
中
、
今
後

町
は
東
小
川
地
区
の
現
状

と
課
題
を
ど
う
把
握
し
、

ど
う
い
う
方
向
、
手
立
て

を
考
え
て
い
く
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

上
野
台
中
学
校

上
野
台
中
学
校

の
跡
地
利
用
、
空
き
家
管

の
跡
地
利
用
、
空
き
家
管

理
、
高
齢
化
の
急
速
な
進

理
、
高
齢
化
の
急
速
な
進

展
、
買
い
物
弱
者
、
路
線

展
、
買
い
物
弱
者
、
路
線

バ
ス
の
維
持
確
保
な
ど
、

バ
ス
の
維
持
確
保
な
ど
、

ど
の
課
題
も
第
一
に
地
元

ど
の
課
題
も
第
一
に
地
元

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
得
ら

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
得
ら

質
問

小
川
町
生
涯
学

小
川
町
生
涯
学

習
推
進
町
民
協

習
推
進
町
民
協

議
会
の
構
成
と
役
割
は
。

議
会
の
構
成
と
役
割
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
長　

一
般
公
募
と
学

一
般
公
募
と
学

識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ

識
経
験
者
に
よ
り
構
成
さ

れ
、
効
果
的
な
推
進
の
た

れ
、
効
果
的
な
推
進
の
た

め
に
協
議
を
重
ね
て
、
そ

め
に
協
議
を
重
ね
て
、
そ

の
結
果
を
町
長
に
提
言
し

の
結
果
を
町
長
に
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

質
問

あ
お
い
し
い
き

あ
お
い
し
い
き

い

き

サ

ポ

ー

い

き

サ

ポ

ー

タ
ー
を
生
か
す
た
め
に
、

タ
ー
を
生
か
す
た
め
に
、

質
問

熱
中
症
計
の
配

熱
中
症
計
の
配

布

状

況

と

効

布

状

況

と

効

果
、
今
年
の
猛
暑
の
状
況

果
、
今
年
の
猛
暑
の
状
況

な
ど
か
ら
、
今
後
さ
ら
に

な
ど
か
ら
、
今
後
さ
ら
に

ど
う
い
う
取
り
組
み
が
求

ど
う
い
う
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
検

め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
検

討
は
。

討
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

昨
年
６
月
に
８

昨
年
６
月
に
８

２
０
名
の
方
に
湿
温
度
計

２
０
名
の
方
に
湿
温
度
計

な
ど
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ

な
ど
熱
中
症
予
防
グ
ッ
ズ

を
配
布
。
こ
の
結
果
、

を
配
布
。
こ
の
結
果
、
6565

歳
以
上
の
救
急
搬
送
者

歳
以
上
の
救
急
搬
送
者

は
、
昨
年

は
、
昨
年
44
名
、
今
年
は

名
、
今
年
は

22
名
で
し
た
。
今
後
も
民

名
で
し
た
。
今
後
も
民

生
委
員
に
よ
る
定
期
的
な

生
委
員
に
よ
る
定
期
的
な

訪
問
、
地
域
愛
育
会
等
と

訪
問
、
地
域
愛
育
会
等
と

隣
近
所
に
お
け
る
見
守
り

隣
近
所
に
お
け
る
見
守
り

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

熱中症対策

行政の取り組みが熱中症を防いだ

生
涯
学
習

人
生
に
潤
い
・
喜
び
・
充
実
の
た
め
生
涯
学
習
の
推
進
を

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す

820人に熱中症予防グッズを配布

島﨑隆夫議員

山口勝士議員

質
問

ユ
ネ
ス
コ
無
形

ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
提

文
化
遺
産
に
提

案
さ
れ
た
細
川
紙
だ
が
、

案
さ
れ
た
細
川
紙
だ
が
、

本
美
濃
紙
の
美
濃
市
、

本
美
濃
紙
の
美
濃
市
、
石石せ

き
せ
き

州州し
ゅ
う

し
ゅ
う

半半ば
ん
ば
ん

紙紙しし

の
浜
田
市
と
友

の
浜
田
市
と
友

好
都
市
を
締
結
し
、
決
定

好
都
市
を
締
結
し
、
決
定

の
日
を
迎
え
る
べ
き
で

の
日
を
迎
え
る
べ
き
で

は
。
は
。答

弁
生
涯
学
習
課
長　

生
涯
学
習
課
長　

両
保
持
団
体
と

両
保
持
団
体
と

の
交
流
は
行
な
っ
て
お

の
交
流
は
行
な
っ
て
お

り
、
締
結
は
い
つ
で
も
で

り
、
締
結
は
い
つ
で
も
で

き
る
状
態
だ
と
考
え
て
い

き
る
状
態
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

充実した生活とは？　やりたいこ
とがあること！　 一生勉強だ！

高齢者皆さんの健康と意欲が
大きなパワーになるんですよ！

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す

高齢者皆さんの元気が町を支えます

　本欄に対して思うことがありま

す。１つ目は、本欄の意見が実際に

議会に反映されたことがあるのかと

いう点。２つ目は投稿者の氏名・居住地

区の明記と顔写真の添付の必要性です。

　ここで書かれた住民の意見に対して、議会側の

取り組みや回答が記載されるようであれば、自覚

を持って投稿すると思います。

　本欄は匿名によるネットへの無責任な書き込み

とは違い、投稿者の文責があるので記名は必要で

あるという考えがあると思いますが、性別・職業

程度の記載を希望する住民も存在する可能性もあ

ると思うので、この点についても今後検討してい

ただけたらと思います。

　議会だよりを発行する側が、本欄の役割をどの

ように考えているかという点と、投稿者が書く内

容は密接な関わりがあると私は思います。

変化のとき
深田　小

お の

野寺
でら

重
しげ

雄
お

本欄に対して思うこと
前高谷　水

みず

上
かみ

俊
とし

明
あき

　少し気になることがあります。公

共建築物で、使用されていない建

物の活用を急ぐべきではないでしょ

うか。建物は放置されると傷みが早く、

使用できなくなります。観光施設・事業用施設とし

て、モデルとなる施設は全国にたくさんあります。

　道の駅の有効利用も含めて、関連づけできる要素

は多々あります。財政面が改善されてきた町政にお

いて、攻める時期に来ているのではないでしょうか。

民間の力を活用して再生を考えていただきたい。小

川町には、埋もれた観光施設がたくさんありますが、

残念ながら連携していくという発想がありません。

　豊かな自然を有効に使いながら、都心から近距離

の利点を生かしてください。人が集まらない場所を

放置しないで、集まれる場所を提供していきましょ

う。

　行政の方々にお願いがあります。日本中いろいろ

な場所を見に行って、見識を深めてください。

知識の泉＝図書館
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議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会は次回定例会は

からですからです1212月月33日（火）日（火）
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今定例会から議会体制が新しく今定例会から議会体制が新しく

なり、編集を担当する議会広報なり、編集を担当する議会広報

発行特別委員会の構成も新しく発行特別委員会の構成も新しく

なりました。なりました。

編集後記

我が町我が町 再 発 見 人々を和ませる彼岸花
　槻川の岸辺に、毎年真っ赤な花を咲かせ

る彼岸花。秋の彼岸の時期を待つように

群生で咲きます。この場所は、腰中地区

の切通橋付近です。槻川の河川敷を中心

に咲き、川のせせらぎとともに見る人を

和ませます。

　ここは毎年、腰中地区の人たちが年３

回に分けて草刈りをして手入れをした結果、

すばらしい群生地となりました。

　切通橋近辺は、春には桜で華やぎ、夏は川遊びやバーベ

キューを楽しむ人々が年々増え、町県内の人々の憩いの場と

なっています。
腰中区長　腰中区長　山山

やまざきやまざき

崎崎安安
やすやす

雄雄
おお

９月の彼岸に見ごろを迎えた群生

会議録が検索できます
下記ホームページから、会議録の検索・閲覧
ができます。ぜひごらんください。

　小川町ホームページ

　小川町議会

　会議録

皆さん意欲的！！　各編集委
員の熱い思いをどう生かして
いくか。コーディネーターとし
て、魅力ある紙面づくりに全力
で、この2年間取り組みます。

編集委員長　柳田多恵子

カメラをほとんど使ったこと
がない私です。どんな試練が
待ち受けているのでしょう
か？　ハラハラドキドキ乞う
ご期待 !!（笑）

編集委員　髙橋さゆり

久々の出番となりました。率
直に「伝えたい、そしておも
しろい！」と思えるような、
やわらか・まじめな議会報を
目指し、頑張ってまいります。

編集委員　戸口　勝

議会報・表紙写真の重要性を
実感。白熱した、緊張感のあ
る質疑をそのまま伝え、少し
でも興味を持っていただける
議会報を！！

編集副委員長　大戸久一

議会の『今』をお伝えできる
ように努めます。また、小川
町の将来像を皆様と共有でき
るような分かりやすい紙面を
つくってまいります。（＾－＾）

編集委員　島﨑隆夫
親しまれる議会報を目指して
３つのお約束。
①文字数を削減します！
②難しい言葉は使いません！
③・・・・・・・・・・・・・・・！

編集委員　髙瀬　勉


